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地蔵浜町

岸和田漁港では鰮巾着網漁業を主と
しており、大阪府下でも上位の水揚げ
量を誇っている。きれいに漁船が並ぶ
港は、日々自然と向き合って作業をす
る漁師の方々の活気と、マルシェに
やってくる人たちの賑わいが感じられ
る。今後も岸和田の象徴となるひとの
営み景観を受け継いでいってもらいた
い。

五軒屋町

古より災害や疫病から身を守るため
に祈ってきた人々の様子がわかり、歴
史と賑わいが感じられる営み景観であ
る。境内は普段から美しく管理されて
おり、市民の暮らしに溶け込みながら
も四季折々の趣が感じられる。後世に
継承してもらいたい景観である。

中央公園で開催される行事の一つと
して、30年来開催されてきた農業まつ
りがある。当日は農産物の直売所など
たくさんの催しがあり、多くの市民が
集まる一大イベントになっている。ま
た、公園内の樹木などもきれいに管理
されており、自然と人々が織りなす営
みや賑わいが色濃く感じられるひとの
営み景観である。

木材コンビナートの白灯台があるこ
の場所は、岸和田市内の釣り人の誰も
が知っており、親しまれている場所で
ある。魚釣りは昔からある手軽なレ
ジャーとしての営みであり、深く市民
生活に溶け込んだ景観となっている。

西之内町

木材町



本町

池尻町

だんじりの後ろを追いかける応援団
の存在は、地町への愛着や賑わいや親
しみを感じさせてくれる。古くから受
け継がれてきた歴史的なまちなみと祭
りの風景は、今も昔も地元の方々から
愛され、生活に溶け込んだ景観である。
今後も地域固有の魅力を感じさせる市
民の誇りであってもらいたい。

岸和田だんじり祭りは市民が一番集
まり関わっている岸和田ならではの人
の営みであり、歴史や伝統、賑わいや
親しみが感じられる。また、岸和田城
は岸和田のシンボルであり、城と祭り
は市民にとって欠かせないものである。
今後も、地域固有の魅力を感じさせる
市民の誇りであってもらいたい景観で
ある。

久米田寺に隣接する久米田公園内に
貝吹山古墳、風吹山古墳、無名塚古墳
があり、その周辺にもいくつかの古墳
が存在することから、その地域は久米
田古墳群と言われ、大阪府の史跡名勝
にも指定されている。小高い古墳の上
に立ったとき、古代のロマンと現代と
の結びつきが感じられた。これからも
後世に語り継いでもらいたい。

岸城町

久米田寺では、お正月の恒例行事と
して「千本搗き」が行なわれている。
多くの子ども達が、一斉に棒状の杵で
餅を持ち上げる様子はとても楽しげで
また誇らしげでもある。歴史あるお寺
での行事は、地域の子ども達にとって
も歴史を感じられ、岸和田の歴史と文
化を色濃く感じさせる景観になってい
る。

池尻町



池尻町

木材町

昭和41年に完成した木材コンビナー
トの貯木場（約76ha）は、原木輸出量
の規制等により原木取扱量が減少した
ため、現在水面の大半が低利用ではあ
るが、海面から出るコンクリート杭の
風景は不思議な光景であり、他には見
られない特徴的な景観となっている。
貯木場の片隅に少量ではあるが貯木の
風景が残り、かつて栄えていた海の産
業がイメージできる近代的なこころに
残る眺望景観である。

河合町

カンカンベイサイドモールに隣接す
る岸和田旧港の沖合には岸和田水門が
ある。この水門は、通常時は旧港内外
に出入りする船舶の航路になっており、
津波や高潮の際には扉を海中に下ろし、
外部からの海水の流入を防ぐ目的があ
る。現地から海を眺めた時、水門前を
ゆっくり進み、工業地に接岸する業務
船から、港湾の産業が感じ取れる眺望
景観となっている。 港緑町

世界かんがい施設遺産などに指定さ
れている久米田池は、僧行基によって
造られてから何百年もの期間、田を潤
し米を育て、人々の生活を支えてきた
池である。今も昔も変わらず、地域の
人々の農の営みを支えており、今後も
生活景として地域に馴染んで語り継が
れていくことを期待する。

神於山の麓にある農地の一角に「東
葛ふれあいファーム」がある。農業体
験は非常に良い取り組みで、子ども達
にとっても貴重な体験であり、いい思
い出となるだろう。学校と地域の繋が
りが感じられるひとの営み景観である。



港緑町

白く雄大な岸和田大橋（阪神高速湾
岸線）の下には、旧港再開発事業とし
て平成10年よりカンカンベイサイド
モールとその周辺に遊歩道が整備され
た。人工の土木建造物の狭間から明け
方の太陽が水面に映り、光る海と相
まって朝の清々しさが伝わってくる眺
望景観である。

地蔵浜町から阪南２区（ちきりアイ
ランド）へ繋がる岸之浦大橋は自転車
歩行者道路と区分されており、歩いて
渡ることができる。橋の上から淡路島
へ繋がる明石海峡大橋も見ることがで
きた。夕日が沈む時に見られたこの景
色はとても美しく、水平線へ沈む夕日
と海面や、夕焼け空が山から海へとつ
ながる景観は、岸和田の特徴でもあり、
岸之浦大橋からの眺望をより多くの方
に見ていただきたい。 地蔵浜町

岸城町

平成29年に「続日本100名城」に選定
されている岸和田城には年間平均入場者
数、約４万人が訪れる。
天守閣からは、国の名勝に指定されてい
る「八陣の庭」や、紀州街道沿いにある
瓦屋根の歴史的なまちなみを望むことが
できる。また、祭礼の宮入時には、12町
のだんじりが、お堀の周りに列を成し、
城下町とだんじり祭りの風景が、いつま
でもこころに残るものと容易に理解でき
る。岸和田城を下から眺める景色と共に、
市内を360°眺められる岸和田城天守閣
からの景色も多くの方に体験してもらい
たい眺望景観のひとつである。

神於山は、古から「神の於わす山」
として、地元住民から崇拝され、里山
として大切に守られている。
農地整備された神於山改良区に接する
道沿いからは、その神於山の全景を眺
めることができ、空・雲・山と田園と
組み合わされ、穏やかでもあり伸びや
かで神秘的な線形が見ることができる。
普段、何気なく生活する中で、少し意
識することにより、発見できた眺望景
観であり、これからも地域住民に愛さ
れる景観として継承されるであろう。

尾生町



三ケ山町

蜻蛉池公園は大きな池を中心として
周辺をいくつかの丘が取り囲み、老若
男女問わず身近に自然と親しめ、遊具
の他に、花、スポーツ、BBQも楽しむ
ことができる。公園の奥の高台にある
展望台からは、公園内の木々や池、里
山の緑、市街地、大阪湾が一望でき、
遠くに神戸まで見渡すことができる。
まちなみとの調和や自然と共存する魅
力ある眺望景観である。

山滝中学校の裏に抜ける小道の小さ
な橋にさしかかると突然ひらける眺望。
そこには曲がりくねった牛滝川に囲ま
れた離島とも思わせる地形に里の風景
が広がっている。川、田、畑、農地の
ビニールハウス、集落の家並み、里山
を一体に捉えられる隠れた名スポット
である。深く地元民の生活に溶け込ん
だ景観であり、後世へと継承し、守っ
ていきたい景観である。 内畑町

神於町

神於山の展望台からは、広大な大阪平
野が一望でき、圧巻の大パノラマを見渡
すことができる。その景色からは地勢や
まちの成り立ち、変化を感じられるため、
岸和田を「見る」だけでなく「知る」こ
とができる。展望台付近では比較的遅い
季節まで紅葉があり、ハイキングをしな
がら近景や遠景を楽しめる。今後も地域
固有の魅力を感じさせる市民の誇りとな
る景観である。



１.たくさん
釣りたい

◆この日は僕も釣りに来ていて、1匹も釣
ることができなかったです。帰り際に撮
りました。後ろの船にはたくさんの魚が
乗っているんだろうなぁと羨ましく思い、
僕もたくさん釣りたかったなぁと思い
ました。そして、手前の釣人たちにはた
くさん魚が釣れるようにと心の中で願っ
て帰りました。（15歳男性）

２.春の訪れを告げ
る「いかなご」漁

◆ ２月末ごろから、大阪府鰮巾着網漁業協
同組合がある地蔵浜で水揚げされる「い
かなご」。早朝に出港した漁船が帰って
くると港は漁業関係者の活気で溢れます。
いかなごを使った「くぎ煮」は、若い頃
は食べようと思わなかったけど、年齢を
重ねると、春の訪れを感じさせてくれる
と同時に、祖母や母親の手作りの思い出、
漁師さんの仕事風景を蘇らせてくれる1
品に変わりました。（45歳男性）

４.岸和田観音
節分

◆いにしえから災害や疫病から身を守るた
めに祈ってきた人々。お参りに来ている
たくさんの人の姿に時代が変わっても
人々の気持ちは大きく変わらないのだな、
と気づかされる。古い時代にも、きっと
同じような景色があったはずというノス
タルジーな気分になれるひとこま。（44
歳女性）

９.田を潤す
久米田池

◆写真は、久米田池で、手前の「満水標」
の頭が約50センチ見えています。これら
の水が、久米田池下流に広がる田を潤し、
米を育てた証です。（60歳男性）

３.農業まつり

◆毎年開催されていた農業まつり。農産物
の販売やステージでの催しなどたくさん
の人々が集まり、賑やかなひとの営みを
感じられる景観です。今年は残念ながら
コロナウイルスによる影響で中止となり
ましたが、またこのような紅葉の下、多
くの人々が集まれる日々が早く戻ってく
ることを願っています。（32歳男性）

５.頼もしい応援団
と歴史的なまちな

み（本町）

◆いつまでも見守り隊（タイ）!追っかけ
隊（タイ）!娘と母のド根性風景（応募
者: 72歳／男性）

６.岸和田城と
だんじり祭り

◆去年の岸和田だんじり祭りで岸和田城を
バックにして撮りました。心に残る伝統
はやっぱり岸和田だんじり祭りです。
（31歳男性）

７.古代の人々の営
みを思い私たちは

確かめる

◆2018年5月和歌山大学岸和田サテライト
と岸和田市図書館との共同企画の「久米
田を編集する」という地域の情報をオー
プンデータとして公開し、地域活性化に
つなげていくイベントが久米田寺付近で
行われた。久米田寺付近は古代から人々
の営みが行われ多数の古墳がある。久米
田寺のすぐ隣の風吹山古墳の上から市内
を見渡すと今の私たちの営みが広がって
いた。人の営みをつないでいる景観を実
感した瞬間だった。（76歳男性）

８.久米田寺
千本搗き

◆新しい年の始まりの風物詩とも言える久
米田寺の千本づき。たくさんの細い杵で
お餅を搗く様子は家庭とは違った趣きが
あり、地域の人たちの中で受け継がれて
きた営みとしてテーマにぴったりだと思
いました。（44歳女性）

10.東葛城小学校・
幼稚園（東葛ふれ
あいファーム）の

田植え風景

◆東葛城小学校・幼稚園では、地域のＪＡ
さんと共同し、東葛ふれあいファームで
の農業体験が行われている。東葛ふれあ
いファームでは稲や玉ねぎ、サツマイモ
などの作物を育てている。子どもたちは
ふれあい委員さんやＪＡの職員の方から、
植え付けや収穫について教えてもらう。
収穫された作物は、給食としていただい
たり、学校に関係のある施設にもって
いったりし、活用されている。児童に
とって農作業を体験することや食につい
て考えることは、食育の一環となってい
る。東葛ふれあいファームは学校・園と
地域をつなぐ場となっている。6月の田
植え体験の様子である。現代の子どもに
とって田んぼの中に入り、苗を植え付け
る機会は多くない。子どもたちにとって、
足から伝わる感触はとても新鮮な様子で
ある。子どもたちの賑やかな声が地域に
ひろがる。学校と地域の結びつきを感じ
る風景である。（62歳男性）



11.木材町の
貯木場周辺

◆木材町の貯木場周辺は様々な景観が楽し
める絶景ポイントです。貯木場の見慣れな
いブロックや夕日、たくさんのカモメ、近
隣の工場の雄大な姿。灯台。釣り人。季節
や時間を問わず見どころがあるスポットだ
と思いますので一度足を運んで頂きたいと
思います。（35歳男性）

12.岸和田カンカン
ベイサイドの
岸和田水門

◆健康維持に朝夕毎日のウォーキングは欠
かせません。晴天時の朝焼け・夕焼けに遭
遇したときは爽快な気分になり何よりも得
がたい気分を味わえます!（79歳男性）

14.地蔵浜の夕景

19.神於山の
展望台から

◆神於山には、過去に数回登ったことがあ
りましたが、７月中旬、サイクリングで
チャレンジしました。展望台まで行くには、
かなり急な坂道で自転車を降りる羽目とな
り、大きな荷物を押しての登山となりまし
た。途中、手も離せない状況で耳元に虫が
ちょっかいをかけてくるので、自転車で来
たことを後悔しましたが、展望台に上って
市内を見渡した時、その苦労が吹き飛び、
帰りの下り坂は爽快な気分となりました。
（49歳男性）

13.岸和田カンカン
ベイサイドの
日の出の風景

15.望郷ʙ岸和田城
の天守閣からʙ

◆私は岸和田市に在住して居りませんが、
家内の実家が岸和田（本町）です。城下町
の風情の感じられる所です。今まで祭りの
当日、お城に入れる事が知りませんでした。
天守閣には何度も登っていましたが、当日
初めて登りました。江戸時代に殿様も同じ
ような風景を眺めていたのかと思うと何と
なく楽しくなってました。チャンスがあれ
ば是非登ってみて下さい。（79歳男性）

16.神於山

◆たまたま通った道で、見晴らしがよかっ
たので思わず撮りました。神於山にはいく
つかの昔話があるらしく、神秘的な雰囲気
は昔も今も変わらないのかなと感じました。
昔の人もこの山を大切にしていて、「神於
山」という名前を付けたのかなと思いまし
た。この景観は、世代を超えたみんなのこ
ころに残る景観だと思ったので、これから
も大事にしていきたいです。（32歳女性）

17.蜻蛉池公園
の展望台

◆蜻蛉池公園の展望台から下を眺めると、
芝生の広場などの緑が一面に広がっており、
遠くに神戸まで見ることが出来ます。ここ
からの景色を眺めていると、日常を忘れさ
せられるような気分になりました。（49歳
男性）
◆トンボの遊具や大芝生広場は知っている
人も多いと思いますが、展望台があるのを
ご存知でしょうか。展望台の上からは公園
の風景を360度見渡せ、天気の良い日には
明石海峡大橋が見えます。（44歳女性）

18.内畑町の
橋から

◆サイクリングの途中に島を発見?内畑町
には牛滝川に囲まれたところがあり、島国
に来たかと錯覚する場所があります。フェ
ンスや、電柱もないので、いい景色だと思
います。（49歳男性）

◆健康維持に朝夕毎日のウォーキングは欠
かせません。晴天時の朝焼け・夕焼けに遭
遇したときは爽快な気分になり何よりも得
がたい気分を味わえます!（79歳男性）

◆健康維持に朝夕毎日のウォーキングは欠
かせません。晴天時の朝焼け・夕焼けに遭
遇したときは爽快な気分になり何よりも得
がたい気分を味わえます!（79歳男性）
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